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４月
８
日　

議
会
報
編
集
委
員
会(

３
月
議
会
分)

24
日　

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

５月６月
10
日　

議
員
懇
談
会

17
日　

臨
時
議
会

24
日　

初
当
選
議
員
市
関
連
施
設
視
察

25
日　

九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
総
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日
〜
31
日　

熊
本
県
市
議
会
議
長
会
総
会

１
日
〜
３
日　

九
州
市
議
会
議
長
会
監
事
会
、
総
会

６
日
〜
29
日　

６
月
定
例
市
議
会

６
日　

全
員
協
議
会
、
予
算
委
員
会
、
議
会
報
編
集
委
員
会

10
日　

全
員
協
議
会

14
〜
15
日　

全
国
温
泉
所
在
都
市
議
会
議
長
協
議
会
総
会

熊
本
県
市
議
会
議
長
会

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会

16
日　

全
員
協
議
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

予
算
委
員
会
・
全
員
協
議
会

22
日　

総
務
文
教
委
員
会
・
厚
生
委
員
会
・
経
済
建
設
委
員
会

23
日　

総
務
文
教
委
員
会
・
厚
生
委
員
会
・
経
済
建
設
委
員
会

24
日　

予
算
委
員
会
、
全
員
協
議
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

議
会
制
度
研
究
会

【主なできごと】（平成23年４月～６月）

市のホームページからでもご覧になれます。 http://www.city.hitoyoshi.lg.jp
E-mail　gikai@city.hitoyoshi.lg.jp

ひとよし市議会だよりひとよし市議会だより
2011　第69号　平成23年7月15日 発行：熊本県人吉市議会／編集：議会報編集委員会

　市民と自治体との関係が変化し、議会が果たすべき役割も多様化していく中で、より求めら
れる市議会をめざすためには、対応できる体制を整えなければなりません。このことを踏まえ
６月29日の定例会最終日に『議会制度研究会』を設置いたしました。全議員18名がメンバー
となって進めていくのが特徴で、議会の新たな制度やあり方などについて協議し、研究してま
いります。

～ 議会制度研究会を設置 ～

今期４年間、よろしくお願いします
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去
る
四
月

二
十
四
日
執
行

さ
れ
ま
し
た
統

一
地
方
選
に
お

き
ま
し
て
、
市

議
会
議
員
十
八
の
議
席
が
決
ま
り
ま

し
た
。
今
回
も
定
数
二
人
減
と
な
り

現
職
十
二
人
、
新
人
六
人
の
当
選
と

な
り
ま
し
た
。
一
期
生
六
人
、
二
期

生
五
人
、
三
期
生
七
人
で
平
均
年
齢

五
十
三
歳
で
す
。

　

ま
た
五
月
十
七
日
、
改
選
後
初
の

臨
時
会
で
第
二
十
七
代
議
長
に
私
、

永
山
芳
宏
、
副
議
長
に
森
口
勝
之
議

員
が
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。
同
日

各
常
任
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
の

選
任
、
正
副
委
員
長
の
決
定
、
一
部

事
務
組
合
議
会
等
の
選
出
議
員
も
決

定
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
地
震
、
大

津
波
そ
し
て
原
発
事
故
と
い
う
未
曾

有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
被
災
を
さ
れ
た
方
々
に
は
改
め

ま
し
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一

日
も
早
い
救
済
、
復
興
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
災
害
で
市
民
の
皆
様

方
の
生
活
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が

及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
災
害
を
機
に
、
み
ん
な

が
自
助
・
共
助
・
公
助
の
心
を
持

ち
、
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

第
四
回
六
月
定
例
会
が
六
月
六
日

か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
災
害
・
防
災
に
関
す
る

一
般
質
問
を
多
く
の
議
員
が
行
い
、

本
市
の
危
機
管
理
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
等
に
つ
い
て
、
市
長
、
市
執
行
部

に
質
し
ま
し
た
。
改
選
後
初
の
一
般

質
問
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
も
多
く

傍
聴
に
来
ら
れ
関
心
の
高
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
多

く
の
市
民
の
方
々
に
議
会
傍
聴
に
来

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
四
年
間
、
市
政
の
議
決
機
関

と
し
て
市
民
の
負
託
を
受
け
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
、
よ

り
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
議
会
と
な
る
よ
う
最
善
の
努

力
を
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
少
子
、

高
齢
化
を
は
じ
め
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
様
々
な
課
題
の
中
で
、
議

員
、
議
会
の
責
任
も
重
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
市
民
の
代
表
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
、
市
民
の
皆
様
に
は

市
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
市
政
に

対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

人
吉
市
議
会
議
長　

永
山　

芳
宏

議
　
長
…
…
永
山　

芳
宏

副
議
長
…
…
森
口　

勝
之

監
査
委
員
…
仲
村　

勝
治

(

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長)

《
予
算
委
員
会
》
定
数
十
八
名

◎
三
倉
美
千
子　

○
大
塚　

則
男

委
員　

全
議
員

《
総
務
文
教
委
員
会
》
定
数
六
名

◎
川
野　

精
一　

○
豊
永　

貞
夫

宮
﨑　
　

保
・
平
田　

清
吉

仲
村　

勝
治
・
永
山　

芳
宏

《
厚
生
委
員
会
》
定
数
六
名

◎
笹
山　

欣
悟　

○
松
岡　

隼
人

高
瀬　

堅
一
・
村
口　
　

隆

田
中　
　

哲
・
三
倉
美
千
子

《
経
済
建
設
委
員
会
》
定
数
六
名

◎
村
上　

恵
一　

○
井
上　

光
浩

大
塚　

則
男
・
犬
童　

利
夫

西　

信
八
郎
・
森
口　

勝
之

定
数
八
名

◎
田
中　
　

哲　

○
西　

信
八
郎

宮
﨑　
　

保
・
大
塚　

則
男

平
田　

清
吉
・
松
岡　

隼
人

井
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光
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・
川
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精
一十

八
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森
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勝
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貞
夫

委
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全
議
員

《
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
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堅
一
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吉
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隼
人

豊
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貞
夫
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川
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精
一

笹
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欣
悟
・
西　

信
八
郎

《
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
議
会
》

村
口　
　

隆
・
村
上　

恵
一

仲
村　

勝
治

《
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
組
合
議
会
》

田
中　
　

哲

議
長
あ
い
さ
つ

《
人
吉
市
国
民
保
護
協
議
会
》

永
山　

芳
宏

《
人
吉
市
防
災
会
議
》

永
山　

芳
宏

《
人
吉
市
水
防
協
議
会
》

永
山　

芳
宏
・
川
野　

精
一

《
人
吉
市
犯
罪
を
許
さ
な
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
》

永
山　

芳
宏

《
人
吉
市
交
通
安
全
対
策
会
議
》

永
山　

芳
宏
・
川
野　

精
一

《
人
吉
市
民
生
委
員
推
薦
会
》

笹
山　

欣
悟
・
松
岡　

隼
人

《
人
吉
市
農
業
振
興
地
域
整
備

促
進
等
審
議
会
》

村
上　

恵
一
・
西　

信
八
郎

《
人
吉
・
錦
南
部
農
道
整
備
促
進
期
成
会
》

永
山　

芳
宏
・
森
口　

勝
之

村
上　

恵
一
・
井
上　

光
浩

西　

信
八
郎

《
人
吉
市
都
市
計
画
審
議
会
》

永
山　

芳
宏
・
田
中　
　

哲

笹
山　

欣
悟
・
井
上　

光
浩

村
口　
　

隆

《
人
吉
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
》

宮
﨑　
　

保
・
高
瀬　

堅
一

村
口　
　

隆
・
平
田　

清
吉

豊
永　

貞
夫
・
田
中　
　

哲

仲
村　

勝
治
・
三
倉
美
千
子

　
五
月
十
七
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
正
副
議
長
、
六
月
定
例

会
に
お
い
て
監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委

員
会
等
の
構
成
も
決
ま
り
ま
し
た
。

常

任

委

員

会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
制
度
研
究
会

審
議
会
等
委
員

一
部
事
務
組
合
等
議
員

人
吉
市
議
会
委
員
会
等

名
簿
一
覧
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厚生委員会報告 ●委員長　笹山　欣悟　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・村口　　隆・田中　　哲・三倉美千子

　議第47号人吉市一般職員の任期付職員の採用等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定は、任期付短時間勤
務職員の給料月額を、一般職員と同様に、キャリア等に
応じた給料とするために、条例の一部を改正するもので
す。これにより、育児休暇職員の業務のカバーなどに関
しても任期付短時間勤務職員の運用幅が広げられること
になり、歳出減にも繋がることになります。議第48号人
吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定は、全ての非常勤職員の費用弁償
を日額1,700円とするものです。議第55号人吉市長等の
給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
は、林副市長の退任に伴い、７月１日以降の新副市長の
給料月額を市長マニフェストに追随する形で、10分の１
を減額支給するために条例の一部を改正するものです。
　総務費関係での一般管理費2,613万9千円増額の主な
ものは、東日本大震災支援への市職員派遣経費453万
8千円。旧人吉看護専門学校での被災学校受入れ関係
1,983万円。男女共同参画講演会経費49万6千円などで
す。また、財産管理費181万2千円の増額は、印刷機購
入などによるものです。
　教育費の事務局費114万円増額の主なものは、学校寄
席経費とこども王国保安官用帽子の購入。教育振興費

　本委員会は、条例案件３件、予算案件１件を審査いた
しました。
　議第49号人吉市地域福祉計画推進協議会設置条例の
制定は、平成22年11月に策定した人吉市地域福祉計画
の推進について協議する機関を設置するため条例を制定
するものであります。地域福祉計画書には、「委員会」
と明記してありますが、条例案では「協議会」としてあ
ります。審査の過程で、協議会としなければならない理
由は特になく、地域福祉計画を進めていく中でも、協議
会よりは委員会の文言のほうが整合性がとれており、協
議もスムーズに進むのではないかとの理由から、「協議
会」を「委員会」と修正する修正案の提出がなされまし
た。委員会としては、提出された修正案について審査し
た結果、全会一致で認めました。
　議第50号人吉市予防接種事故災害補償条例の一部を改
正する条例の制定は、予防接種健康被害給付制度の給付
額が引き下げられたことに伴い、条例の一部を改正する
ものです。全会一致で認めました。
　議第51号委託に関する協定の締結は、平成20年度か
ら24年度までの５ヵ年で実施する「人吉浄水苑第２期改
築工事」の最後の工事となる、人吉市公共下水道根幹的
施設の建設工事の委託で、日本下水道事業団と協定金額

130万9千円の増額は、理科支援員謝礼と水俣に学ぶ肥
後っ子教室のバス借上料。学校建設費の工事請負費215
万3千円は、東間小学校屋上防水工事。文化振興費293
万6千円の増額は、犬童球渓音楽祭「音楽の夕べ」ゲ
スト派遣料など。文化財保護費の2,046万2千円の増額
は、人吉城東側園路整備事業費などです。給食センター
運営費109万9千円の増額は、学校給食費滞納回収を支
援する事務補助員１名の賃金です。
　慎重審査の結果、いずれも全員異議なく認めることに
決しました。

２億9,300万円で随意契約を行うものです。全会一致で
認めました。
　平成23年度一般会計補正予算(第２号)は、民生費に
20万3千円の増額は、地域福祉計画推進委員会委員の報
酬及び消費生活センター空調設備の備品購入費から工
事請負費へ予算の組替えが主なものです。衛生費のうち
保健衛生総務費91万9千円の増額は、健康管理システム
改修委託料、保健センター費79万4千円の増額は、相良
三十三観音めぐりウォーキング大会に伴う経費が主なも
のです。全会一致で認めました。

総務文教委員会報告 ●委員長　川野　精一　　●副委員長　豊永　貞夫
●委　員　宮﨑　　保・平田　清吉・仲村　勝治・永山　芳宏

新副市長もマニフェストにならい給料減額!!

人吉市地域福祉計画推進委員会設置条例に修正可決！！

東間小学校を視察する総務文教委員会

茂ヶ野水源地を視察する厚生委員会
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議
会
》

永
山　

芳
宏
・
田
中　
　

哲

笹
山　

欣
悟
・
井
上　

光
浩

村
口　
　

隆

《
人
吉
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
》

宮
﨑　
　

保
・
高
瀬　

堅
一

村
口　
　

隆
・
平
田　

清
吉

豊
永　

貞
夫
・
田
中　
　

哲

仲
村　

勝
治
・
三
倉
美
千
子
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　本委員会に付託を受けました平成23年度人吉市一般会
計補正予算の中で、主なものを報告します。
　労働費のうち、地域雇用創出推進費1,826万5千円の
増額補正は、道路河川・公園・住宅総合管理事業におけ
る新規雇用７名と林道等管理事業における新規雇用３名
の合計10名を雇用する経費です。この中で912万6千円
は市単独による失業者対策であり、いずれも５ヵ月間の
雇用予定です。
　畜産業費34万円の増額補正は、昨年発生しました口
蹄疫により市場が閉鎖されましたが、その際、出荷が遅
延したにも関わらず国及び県の助成制度の対象にならな
かった子牛や国及び県の助成額が球磨郡町村が実施しま
した支援を下回る子牛に対し、１頭・一月あたり１万円
を基準にその差額を交付するものです。
　土木費のうち、橋梁新設改良費2,484万円の増額補正
は、水の手橋及び中原跨線橋の橋梁詳細設計業務委託料
と下戸越町の小股橋橋梁詳細調査・補修設計業務委託料
と小股橋橋梁補修工事です。
　街路事業費833万7千円の増額補正は、都市計画道路・
下林願成寺線(通称農免道路)のファミリーマート人吉イ
ンター店前からローソン願成寺店手前までの延長840ｍ
の路線測量予備設計業務委託料の増です。

　本委員会に付託を受けました議第46号平成23年度人
吉市一般会計補正予算(第２号)のうち第１条歳入歳出予
算の補正のうち歳入全款並びに第２条地方債の補正につ
いて、審査の結果を報告いたします。
　今回の歳入予算の補正は、１億9,787万7千円を追加
し、歳入予算総額を140億6,900万2千円とするもので
す。今回の歳入のほとんどが、国・県の補助事業の内示
などによる補正でございます。
　執行部からは、国庫補助金等返還金の加算金にかかる
寄付金について、球磨川流域林業事業協同組合の高性能
林業用機械の購入に対する補助による補正、橋梁新設改

　今回の６月議会は、４月の統一地方選挙後の初めての
定例会でした。去る５月30日に議会運営委員会を開催
し、会期日程等を協議いたしまして、会期を６月６日に
開会し、29日を委員長報告・採決・閉会といたしまし
た。議会の花形、一般質問は質疑を含めた一般質問と
し、一般質問は「一問一答式」で、質問時間は従来どお
り50分としました。一般質問には今回14名の議員が登

　審査の中で、都市計画道路測量設計委託料に関連し
て、下林願成寺線(通称農免道路)の改良にあたっては、
地元説明会を行うのかとの質問に、都市計画事業の認可
を受けるには地元説明会の開催が必要となるので、しか
るべき時期に行うとの答弁がありました。また、緊急雇
用創出事業などの失業対策事業に対して、以前雇用実績
があった方だけを対象とするのではなく、本当に困って
いる方を対象に幅広く雇用できるように努めて欲しいと
の強い要望が出されております。慎重審査の結果、全員
異議なく認めることに決しました。

良事業の内示に伴う補正、小学生が公害について考える
ための「水俣病に学ぶ肥後っ子教室」の指定受け入れに
対する交付による補正などの説明を受けました。
　それらの説明に対し、寄付金を職員、職員ＯＢに募っ
た理由はなぜか、高性能林業用機械はどういったもの
か、社会資本整備総合交付金では、東日本大震災の影響
は、なかったのか。「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の対象
となる学校はどこかなどの質疑がありました。
　慎重審査の結果、異義なく認めることにいたしまし
た。

壇しました。新人議員もベテラン議員に負けじと６名全
員が登壇し、少し緊張の面持ちで市民の声と自分の考え
を主張し、執行部の考えを質しました。質問内容も多岐
にわたり、特に３月11日に起きました東日本大震災に関
連して、人吉市の防災・危機管理に関する質問が多かっ
たようです。

経済建設委員会報告

予算委員会報告

議会運営委員会報告

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　大塚　則男・犬童　利夫・西　信八郎・森口　勝之

●委員長　三倉美千子　　●副委員長　大塚　則男
●委　員　全議員

●委員長　田中　哲　　●副委員長　西　信八郎
●委　員　宮﨑　保・大塚則男・平田清吉・松岡隼人・井上光浩・川野精一

農免道路改良の取り組み始まる

〈一般質問に新議員６名全員登壇〉

緑の産業再生プロジェクト促進事業を視察する経済建設委員会
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問
　
本
市
市
役
所
本
庁
舎
は
、
昭
和
三
十
七

年
建
設
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物

で
、
耐
震
性
が
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
、

国
の
史
跡
指
定
区
域
内
に
あ
り
、
早
期
移

転
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現

状
の
中
、
安
心
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う

基
本
理
念
を
中
心
に
、
限
ら
れ
た
財
源

で
、
観
光
振
興
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、

空
き
店
舗
対
策
、
協
働
社
会
の
形
成
も
含

ん
だ
、
超
分
散
化
型
の
市
庁
舎
設
置
を
す

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
と

取
り
組
み
は
。

答
　
庁
内
で
、
新
市
庁
舎
問
題
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
概
念
や
位
置
づ
け
等
市
庁
舎
の

あ
る
べ
き
姿
を
検
証
し
、
そ
の
後
、
新
市

庁
舎
検
討
委
員
会
に
移
行
し
、
検
証
を
重

ね
て
い
く
。

問
　
発
達
障
が
い
支
援
に
つ
い
て
、
早
期
発

見
、
早
期
療
育
体
制
を
充
実
さ
せ
る
べ
き

だ
。
本
市
の
考
え
は
。

答
　
本
市
は
、
就
学
前
健
診
時
の
フ
ォ
ロ
ー

者
が
約
七
割
、
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
受
診

状
況
も
、
県
内
他
市
町
村
と
比
較
し
て
突

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
療
育
の
場
は
、

待
機
者
が
多
く
、
す
ぐ
に
は
利
用
で
き
な

い
状
況
。
関
係
機
関
と
協
議
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め

る
。

問
　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
と
避
難

場
所
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
は
。

答
　
人
吉
市
災
害
避
難
地
図(

洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ)

は
、
国
管
理
の
一
級
河
川
球

磨
川
と
県
管
理
の
一
級
河
川
十
三
河
川
及

び
市
管
理
の
準
用
河
川
十
河
川
に
よ
る
浸

水
想
定
区
域
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
想

定
し
て
作
成
し
、
平
成
十
八
年
に
作
成
、

二
十
二
年
に
追
加
改
訂
し
て
全
戸
に
配
布

し
て
い
る
。
各
校
区
説
明
会
に
参
加
し
て

い
な
い
市
民
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
更
な
る
情
報
提
供
と
各
地

区
の
会
合
や
出
前
講
座
等
で
説
明
会
を
重

ね
、
防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

地
図
は
洪
水
災
害
の
単
な
る
一
助
で
あ

り
、
人
命
を
最
優
先
に
考
え
た
各
家
庭
の

避
難
行
動
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
　
水
害
被
害
拡
大
の
誘
因
と
な
る
球
磨
川

等
河
川
敷
地
内
の
草
木
の
管
理
は
ど
こ
が

行
う
の
か
。

答
　
国
・
県
管
理
河
川
は
、
地
元
か
ら
の
要

望
を
受
け
市
か
ら
国
・
県
の
関
係
機
関
に

依
頼
、
市
管
理
河
川
は
、
地
元
要
望
に
よ

り
市
が
事
業
執
行
す
る
。

※
そ
の
他
、
災
害
時
の
高
齢
者
等
の
避
難
誘

導
、
国
道
・
県
道
・
市
道
・
里
道
の
補
修

整
備
等
々
に
つ
い
て
質
問
。

問
　
多
目
的
運
動
広
場
の
早
期
実
現
と
は
い

つ
の
こ
と
か
。

答
　
第
五
次
人
吉
市
総
合
計
画
の
中
に
掲
げ

四
年
間
の
う
ち
に
建
設
の
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
れ
ば
本
望
で
あ
る
。

問
　
地
元
中
小
企
業
に
対
し
て
も
誘
致
企
業

同
様
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答
　
国
・
県
・
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
地

域
経
済
に
貢
献
す
る
地
元
企
業
を
積
極
的

に
支
援
し
て
参
り
た
い
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
行
政
と
し
て
商
店

街
と
の
関
わ
り
、
ま
た
、
今
後
の
計
画
と

財
源
は
。

答
　
活
性
化
を
進
め
る
に
は
、
皆
様
の
総
意

が
重
要
で
、
今
後
財
源
を
含
め
た
基
本
計

画
を
作
り
、
意
見
交
換
や
説
明
会
で
皆
様

に
提
示
し
た
い
。

問
　
放
課
後
た
だ
塾
と
今
後
の
課
題
は
。

答
　
た
だ
塾
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
に
改
名

し
、
三
年
生
か
ら
六
年
生
対
象
で
放
課
後

な
ど
に
学
習
を
行
う
が
、
指
導
者
確
保
が

課
題
の
た
め
、
公
募
等
行
い
教
員
免
許
有

資
格
者
に
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

問
　
学
校
現
場
へ
の
人
的
支
援
は
。

答
　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
な
ど
を
配
置
し

て
い
る
が
、
今
後
も
教
職
員
を
確
実
に
配

置
で
き
る
よ
う
熊
本
県
教
育
委
員
会
へ
要

望
す
る
。

問
　
大
震
災
を
教
訓
に
防
災
無
線
な
ど
情
報

伝
達
体
制
の
確
認
や
避
難
所
の
安
全
性
に

つ
い
て
、
改
善
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

項
目
は
。

答
　
情
報
伝
達
の
核
と
な
る
防
災
無
線
の
整

備
が
急
務
。
施
工
に
向
け
た
基
本
・
実
施

設
計
に
着
手
す
る
予
定
。
避
難
所
に
つ
い

て
、
一
次
、
二
次
、
三
次
避
難
所
の
表
現

は
、
誤
解
を
受
け
や
す
い
と
の
こ
と
で
、

自
主
避
難
所
と
指
定
避
難
所
の
二
つ
の
区

分
に
分
け
た
。
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
施
設
管
理
者
と
協
議
す
る
。

問
　
防
災
計
画
を
見
直
す
場
合
、
学
識
者
を

含
む
検
討
委
員
会
の
設
置
は
。

答
　
災
害
の
想
定
な
ど
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
助
言
を
い
た
だ
く
機
会
を

設
け
る
方
向
で
取
り
組
む
。

問
　
庁
舎
が
被
災
し
た
場
合
、
防
災
行
政
機

能
や
対
策
本
部
の
設
置
場
所
は
。

答
　
市
本
庁
舎
が
地
震
等
で
被
災
し
た
場

合
、
事
務
機
器
、
通
信
機
器
等
が
揃
っ
て

い
る
市
役
所
別
館
に
機
能
を
移
す
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
他
に
消
防
本
部
や

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
災
害
対
策
本
部
の

設
置
場
所
と
し
て
、
計
画
書
に
定
め
て
い

る
。

※
そ
の
他
、
市
庁
舎
建
設
や
住
宅
等
の
耐
震

度
調
査
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
移
転
と発

達
障
が
い
支
援

防
災
対
策
及
び

土
木
関
係
に
つ
い
て

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
確
認

人
吉
市
の
防
災
に
つ
い
て

松岡　隼人

平田　清吉

大塚　則男

犬童　利夫
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問
　
今
後
の
市
政
の
指
針
と
な
る
第
五
次
総

合
計
画
の
基
本
方
針
と
策
定
期
間
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
　
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
今
後
も
予

想
さ
れ
る
行
財
政
経
営
の
厳
し
さ
を
踏
ま

え
、
社
会
潮
流
に
対
す
る
重
点
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
「
主
要
な
事
務
事
業
」
ま

で
を
掲
載
し
た
課
題
解
決
の
た
め
の
「
実

務
型
」
総
合
計
画
と
し
た
い
。
策
定
期
間

は
、
時
代
の
変
化
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る

た
め
二
年
間
短
縮
し
、
八
年
間
の
市
政
経

営
方
針
を
ま
と
め
た
基
本
構
想
と
、
重
点

課
題
を
解
決
す
る
た
め
市
長
任
期
に
合
わ

せ
た
四
年
間
の
施
策
と
目
標
を
ま
と
め
た

基
本
計
画
の
構
成
を
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
の
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
ど

の
よ
う
な
形
で
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
の

か
。

答
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
総
合
計
画
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
総
合
計
画
が
最

上
位
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
中

に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
政
策
や

主
要
な
事
務
事
業
を
落
と
し
込
む
と
い
っ

た
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
一

つ
の
戦
術
ま
た
は
ツ
ー
ル
が
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
六
月
補
正
予
算
に
補
助
金
申
請
が
あ
っ

た
と
聞
い
た
が
、
ゼ
ロ
査
定
と
な
っ
て
い

る
の
は
ど
う
し
て
か
。

答
　
当
初
予
算
は
、
骨
格
予
算
だ
っ
た
こ
と

や
協
会
の
前
年
度
繰
り
越
し
が
確
定
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
暫
定
措
置
を
し
て

い
る
。
六
月
補
正
に
は
協
会
運
営
費
と
新

規
観
光
ル
ー
ト
開
拓
で
計
九
〇
〇
万
円
の

申
請
が
あ
っ
た
が
、
収
益
事
業
を
含
む
法

人
協
会
と
し
て
自
主
事
業
の
計
画
が
具
体

的
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
を
踏
ま
え
、
九
月
ま
で
の

運
営
や
執
行
に
大
き
な
支
障
を
来
す
こ
と

は
な
い
と
判
断
し
た
。

問
　
最
近
、
協
会
内
部
の
考
え
方
と
市
の
考

え
方
に
不
調
和
な
部
分
が
あ
る
と
聞
く

が
、
こ
れ
を
な
く
さ
な
い
と
観
光
行
政
を

推
進
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
が
。

答
　
立
場
的
な
差
は
あ
る
も
の
の
、
市
と
協

会
の
目
指
す
方
向
は
同
じ
方
向
を
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
数
年
間
で
協
会
組

織
が
成
熟
し
て
い
く
た
め
に
、
市
と
し
て

で
き
る
範
囲
の
支
援
を
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
外
国
籍
の
子

ど
も
支
援
を
質
問
し
た
。

問
　
財
政
規
律
の
意
味
は
何
か
。

答
　
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
で
、
健
全
な
財

政
運
営
を
行
い
、
市
民
に
必
要
な
事
業
を

効
率
的
、
効
果
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と

考
え
て
い
る
。

問
　
「
大
胆
な
投
資
」
と
は
何
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答
　
ハ
ー
ド
事
業
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
事

業
も
含
め
幅
広
く
、
人
吉
市
を
活
性
化
さ

せ
る
施
策
を
、
選
挙
で
示
し
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
胆
な
投
資
と

考
え
る
。

問
　
万
が
一
、
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
場
合
に

埋
却
地
の
報
告
の
中
で
、
大
規
模
の
畜
産

業
者
が
埋
却
地
と
し
て
、
大
野
地
区
に
、

大
量
に
処
分
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
下
流
に
は
水
源
地
が
あ
り
、
地

下
水
浸
透
な
ど
、
環
境
面
で
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
か
。

答
　
埋
却
地
の
選
定
、
確
保
に
当
た
っ
て

は
、
地
下
水
な
ど
周
辺
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
処
分
方
法
の

検
討
を
含
め
て
、
対
象
と
な
る
畜
産
業

者
、
関
係
機
関
と
十
分
な
協
議
を
行
い
対

処
し
た
い
。

※
関
連
し
て
、
補
償
問
題
、
人
吉
市
と
し
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。

問
　
大
雨
時
に
冠
水
す
る
薩
摩
瀬
五
号
橋
周

辺
の
抜
本
的
な
対
策
と
迂
回
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
。

答
　
薩
摩
瀬
五
号
橋
周
辺
は
、
市
と
し
て
も

対
策
に
頭
を
痛
め
て
い
る
。
原
因
の
ひ
と

つ
は
、
御
溝
川
か
ら
の
溢
水
だ
が
、
現

在
、
熊
本
県
や
人
吉
土
地
改
良
区
等
と
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
市
道
側
溝
の
一
部
区
間
に
つ
い

て
改
修
の
検
討
や
熊
本
県
に
対
し
て
も
重

ね
て
河
川
改
修
の
要
望
を
行
う
。
冠
水
時

の
迂
回
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
道

路
は
法
定
外
公
共
物
と
し
て
市
が
管
理
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
道
路
に
対
し
て

は
、
関
係
町
内
に
現
物
支
給
を
し
、
地
元

施
工
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。
実
際

に
施
工
す
る
場
合
は
、
地
元
町
内
及
び
関

係
各
所
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
　
現
在
町
内
会
未
加
入
世
帯
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。

答
　
五
月
末
現
在
の
町
内
会
未
加
入
世
帯
は

二
，二
五
三
世
帯
あ
る
。
加
入
は
任
意
だ

が
、
加
入
の
呼
び
か
け
を
継
続
し
て
ま
い

り
た
い
。

※
他
に
、
桜
木
団
地
西
側
の
緊
急
時
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
等
を
質
問
し
ま
し
た
。

第
五
次
総
合
計
画
の基

本
方
針
は

人
吉
温
泉
観
光
協
会
に
つ
い
て

財
政
関
係
と

口
蹄
疫
問
題
に
つ
い
て

災
害
対
策
と危

機
管
理
に
つ
い
て

笹山　欣悟

西　信八郎

宮﨑　　保

村口　　隆
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問
　
記
念
す
べ
き
市
制
七
十
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
市
民
全
員
で
お
祝
い
を
し
、

地
域
浮
揚
の
起
爆
剤
に
し
た
い
。
記
念
式

典
は
い
つ
開
催
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
内

容
は
。

答
　
平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日
に
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
、
名
誉
市
民
推
戴
、
市

制
功
労
者
表
彰
な
ど
が
中
心
に
な
る
。
ま

た
、
前
日
に
前
夜
祭
の
よ
う
な
も
の
を
検

討
し
て
い
る
。

問
　
過
去
、
周
年
事
業
ご
と
の
名
誉
市
民
の

推
戴
の
実
績
は
。

答
　
本
市
最
初
の
名
誉
市
民
は
、
昭
和

二
十
九
年
推
戴
の
相
良
氏
三
十
七
代
の
相

良
頼
綱
侯
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
成
四
年

の
市
制
五
十
周
年
に
お
い
て
、
郷
土
の
偉

人
、
音
楽
家
の
犬
童
球
渓
氏
、
元
市
長
の

淵
田
長
一
郎
氏
、
当
時
の
前
市
長
の
永
田

正
義
氏
、
そ
し
て
球
界
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
打

撃
の
神
様
、
川
上
哲
治
氏
。
市
制
六
十
周

年
時
に
は
、
終
戦
工
作
に
奔
走
し
た
海
軍

少
将
、
高
木
惣
吉
氏
で
あ
る
。

問
　
昨
年
が
日
本
初
飛
行
百
周
年
で
あ
っ

た
。
今
回
、
日
野
熊
蔵
氏
を
、
名
誉
市
民

に
推
挙
で
き
な
い
か
。

答
　
市
民
も
参
加
し
た
選
考
委
員
会
で
周
り

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
実
現
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
。

問
　
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校
施
設
等
で
、
避
難
者
に
対
し
て
の
支
援

物
資
、
装
備
等
の
備
蓄
に
つ
い
て
の
状
況

と
、
昨
年
市
内
小
中
学
校
へ
設
置
し
た
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
昼
間
の
停
電
時

の
電
源
と
し
て
活
用
で
き
る
の
か
。

答
　
現
在
、
支
援
物
資
の
備
蓄
は
で
き
て
い

な
い
状
況
、
今
後
ど
の
よ
う
な
物
が
必
要

か
検
討
し
、
順
次
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
備
蓄
を
し
て
い
る
企
業
や
、
県
境

を
越
え
た
自
治
体
と
の
協
定
も
考
え
た

い
。
太
陽
光
発
電
の
停
電
時
の
活
用
は
、

現
在
の
設
備
で
は
で
き
な
い
状
況
。
今
後

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
で
、
七
月
診

療
分
か
ら
償
還
払
い
制
度
が
是
正
さ
れ
る

が
、
他
市
の
状
況
を
見
る
と
、
小
、
中
学

生
ま
で
の
助
成
が
増
え
て
い
る
。
本
市
で

も
段
階
的
な
医
療
費
助
成
の
年
齢
の
引
き

上
げ
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
　
医
療
費
無
料
化
の
枠
を
中
学
卒
業
時
ま

で
拡
充
す
る
と
い
う
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を
見
据
え
な
が

ら
、
無
料
化
実
現
の
た
め
努
力
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
国
民
健
康
保
険
の
①
医
療
費
の
現
状
と

推
移
②
保
険
税
を
上
げ
な
い
対
策
に
つ
い

て
は
。

答
　
①
今
後
も
医
療
技
術
の
高
度
化
、
高
齢

化
の
進
展
で
医
療
給
付
費
は
増
加
す
る
と

考
え
る
。
給
付
費
が
増
え
て
い
け
ば
、
現

在
の
保
険
税
の
見
直
し
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
②
極
力
負
担
が
増
え
な
い
制
度

運
営
を
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
は
行
政

と
被
保
険
者
が
一
緒
に
考
え
実
践
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
規
則
正
し
い
生
活
に
よ

り
健
康
を
維
持
、
症
状
が
悪
化
し
な
い
よ

う
定
期
的
に
受
診
し
疾
病
の
早
期
発
見
と

治
療
、
更
に
医
療
費
の
適
正
化
等
に
も
努

め
た
い
。

問
　
介
護
保
険
の
①
保
険
料
の
現
状
と
推
移

②
保
険
料
を
上
げ
な
い
対
策
に
つ
い
て

は
。

答
　
①
要
認
定
者
も
増
え
保
険
給
付
費
及
び

保
険
料
の
上
昇
も
見
込
ま
れ
る
。
②
積
極

的
に
足
腰
を
鍛
え
介
護
予
防
を
要
支
援
・

要
介
護
に
な
っ
て
も
悪
化
し
な
い
よ
う
維

持
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
保
険
料
を
上
げ

な
い
重
要
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。

※
そ
の
他
特
定
検
診
に
つ
い
て
質
問
。
市
長

に
「
挨
拶
な
ど
の
場
面
で
受
診
の
呼
び
か

け
」
を
要
望
し
ま
し
た
。

問
　
市
長
が
思
案
さ
れ
て
い
る
住
民
参
加
型

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
。

答
　
時
代
は
「
新
た
な
公
」
を
求
め
て
お

り
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
精
神
の
復
活

に
こ
そ
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
が
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
。

問
　
少
子
高
齢
化
の
中
で
の
福
祉
施
策
、
企

業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
づ
く
り
、
豊
富
な

観
光
資
源
の
活
用
は
。

答
　
福
祉
面
で
未
就
学
児
の
医
療
費
の
無
料

化
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
等
を
進
め
、
今
期
は
新
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
着
想
し
て
い
る
。
自

ら
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致

の
実
現
、
観
光
で
は
、
人
吉
球
磨
全
体
で

魅
力
を
結
集
す
る
の
が
望
み
で
あ
る
。

問
　
ご
み
収
集
に
つ
い
て
、
道
出
し
の
所

と
、
集
積
所
を
設
定
し
て
出
し
て
い
る
所

が
あ
る
が
、
道
出
し
収
集
の
所
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
や
、
往
来
さ
れ
る
方
々
へ
不

快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
ご
み
集
積
所

の
整
備
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
ご
み
集
積
所
の
整
備
並
び
に
ご
み
出
し

時
の
分
別
等
の
徹
底
及
び
、
啓
発
に
人
吉

市
衛
生
員
連
合
会
や
、
地
域
住
民
の
方
々

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
協
議
を
行
っ
て
参

り
た
い
。

市
政
七
十
周
年名

誉
市
民
は
誰
に

指
定
避
難
所
の

支
援
物
資
の
備
蓄
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
特
定
検
診

四
年
間
の
市
政
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

村上　恵一

豊永　貞夫

三倉美千子

高瀬　堅一
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問
　
国
営
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
が
進

展
を
見
な
い
が
、
国
営
が
中
止
に
な
っ
た

場
合
、
上
原
田
地
区
の
利
水
を
ど
う
す
る

の
か
。

答
　
関
係
町
村
と
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い

る
。
今
年
度
内
に
設
定
を
見
出
し
、
一
定

の
方
向
性
を
決
め
た
い
。
国
営
事
業
が
廃

止
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
非
公
式

の
会
議
を
重
ね
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問
　
震
災
の
原
発
問
題
で
外
国
人
旅
行
者
が

激
減
。
九
州
の
知
事
会
で
は
韓
国
や
中
国

へ
の
誘
客
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
行
動
は
。

答
　
市
は
外
国
人
対
応
マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
て
い
る
。
他
市
と
の
協
力
も
視
野
に
入

れ
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
水
防
に
関
し
て
、
樋
門
管
理
と
水
没
地

権
者
の
相
互
理
解
が
で
き
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
る
が
対
策
は
。

答
　
機
会
を
見
て
説
明
会
を
行
う
。
ま
た
、

内
水
排
除
ポ
ン
プ
の
増
強
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
映
像
に
よ
る
可
視
化

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
市
長
が
考
え
る
交
通
空
白
地
域
の
デ
マ

ン
ド
型
交
通
方
式
と
は
。

答
　
フ
ル
デ
マ
ン
ド
方
式
を
考
え
て
い
る
。

調
査
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　
五
月
に
熊
本
県
、
大
分
県
の
八
市
で
設
立

し
た
「
九
州
横
断
特
急
沿
線
都
市
観
光
協
議

会
」
の
趣
旨
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
中
九
州
全
体
の
観
光
価
値
を
高
め
る
の

が
目
的
。
肥
薩
線
の
起
点
が
八
代
駅
な
の

で
、
新
幹
線
の
ス
ピ
ー
ド
の
旅
か
ら
ス

ロ
ー
な
旅
を
案
内
す
る
。
「
国
宝
の
ま
ち

人
吉
」
を
強
く
売
り
出
し
た
い
。

問
　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
協
力
が
不
可
欠
だ
が
今
後

の
働
き
か
け
は
。

答
　
八
市
の
首
長
が
連
携
協
力
し
て
、
Ｊ
Ｒ

九
州
へ
そ
の
魅
力
を
積
極
的
に
働
き
か
け

た
い
。

問
　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
興
と
推
進
に
向

け
、
検
討
協
議
す
る
場
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答
　
多
岐
に
わ
た
る
視
点
が
あ
る
分
野
で
あ

る
た
め
、
ま
ず
は
関
係
各
課
の
連
携
を
密

に
し
て
情
報
共
有
を
図
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
に
寄
与
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
た

い
。

問
　
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
成
年
後
見

制
度
は
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
方
針
は
。

答
　
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
や
関
係
者
へ

の
周
知
を
行
い
た
い
。

上
原
田
台
地
へ
の｢

水
や
り｣

を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

振
興
策
に
つ
い
て

川野　精一

井上　光浩

委　　員　　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

経済建設委員会
「住宅リフォーム助成制度」の実施を求める陳情 継続審査

歴史ある曼荼羅川の再生を願う陳情 継続審査

請願・陳情の審査結果について

【意見書】
「公共輸送機関の存続へ向け、ＪＲ九州等に係る経営支援策等に関する意見書」　　　　　　

（要旨抜粋）
１　ＪＲ三島・貨物会社に係る固定資産税、都市計画税を減免する特例措置（いわゆる「承継特
例」「三島特例」等）を恒久化すること。

２　ＪＲ三島・貨物会社をはじめ、鉄道事業各社における鉄道車両、軌道用車両などの動力源用軽
油に対する軽油引取税については、現在の減免措置を継続すること。

【決議書】
　教育基本法・学習指導要領の目標を達成するため、最も適した教科書の採択を求める決議

６月定例会で意見書を１件採択し関係機関へ提出しました
また、決議書も１件採択しました
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平成22年度 政務調査費収支報告書
政務調査費とは…議員の調査研究に必要な経費の一部として地方自治法で交付が認められている

ものです。

注）・政務調査費の交付額は月額2万円
・収支報告書には金額の多寡を問わず領収書の写しを添えて提出することと定めています。
・支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。支出額が収入額を下回った場合は残余
を全額返還しなければなりません。

氏　　名 交付額
支　　　　　出　　　　　内　　　　　訳

研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 広聴費 人件費 事務所費 合計

松岡　隼人 240,000 102,450 0 0 9,040 163,626 0 0 0 275,116

井上　光浩 240,000 0 69,990 0 42,783 17,684 0 0 14,874 145,331

豊永　貞夫 240,000 0 66,805 56,499 65,362 0 2,684 0 0 191,350

川野　精一 240,000 0 70,590 0 57,800 192,150 6,420 0 0 326,960

笹山　欣悟 240,000 0 135,254 0 9,600 129,060 0 0 25,473 299,387

村上　恵一 240,000 66,804 152,695 0 2,700 18,434 0 0 0 240,633

西　信八郎 240,000 0 70,590 0 168,750 2,684 0 0 0 242,024

松田　　茂 240,000 32,990 69,990 0 19,200 122,684 0 0 6,250 251,114

永山　芳宏 240,000 140,229 0 1,742 50,700 6,744 0 0 0 199,415

福屋　法晴 240,000 135,251 60,571 1,080 23,177 0 0 0 0 220,079

森口　勝之 240,000 0 77,790 1,870 13,388 2,684 0 0 160,589 256,321

田中　　哲 240,000 0 105,455 65,948 38,620 46,784 0 0 0 256,807

本村　令斗 240,000 1,300 69,505 1,290 34,120 41,408 0 0 120,000 267,623

立山　勝徳 240,000 11,100 135,251 0 30,360 90,368 0 0 24,000 291,079

仲村　勝治 240,000 220,425 0 2,779 21,830 46,814 0 0 13,747 305,595

三倉美千子 240,000 288,189 0 16,139 39,900 6,744 0 0 0 350,972

山下　幸一 240,000 0 176,046 0 80,280 0 0 0 0 256,326

下田代　勝 240,000 2,030 198,280 0 34,074 2,684 0 0 13,773 250,841

簑毛　正勝 240,000 0 70,590 1,760 58,780 0 0 0 0 131,130

大王　英二 240,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4,800,000 1,000,768 1,529,402 149,107 800,464 890,552 9,104 0 378,706 4,758,103
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編
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【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
永
山
芳
宏

副
委
員
長
／
森
口
勝
之

委
　
　
員
／
宮
﨑
　
保
・
高
瀬
堅
一

大
塚
則
男
・
犬
童
利
夫

豊
永
貞
夫
・
笹
山
欣
悟

　

梅
雨
に
入
り
、
人
吉
で
も
、
六

月
の
中
旬
か
ら
月
末
に
か
け
て
、

球
磨
川
の
増
水
や
集
中
豪
雨
に
よ

る
避
難
勧
告
も
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　

六
月
の
定
例
議
会
が
六
日
に
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
の
統
一
地
方
選
後
、
初
の
定

例
会
に
は
、
十
四
名
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
、
三
月

十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
、
東
日
本

大
震
災
、
福
島
の
原
発
の
放
射
能
漏

れ
事
故
な
ど
も
あ
り
、
防
災
や
原
発

に
対
し
て
の
質
問
や
意
見
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

先
日
、
人
吉
球
磨
の
市
町
村
を

回
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
節

電
の
取
り
組
み
と
し
て
、
室
内
の

電
気
全
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
取
り

替
え
た
り
、
あ
る
公
園
で
は
外
灯

に
１
kw
の
水
力
発
電
を
活
用
し
て

い
る
と
い
っ
た
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
変
更
さ
れ
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
暮
ら
し
や
す

い
人
吉
発
展
の
た
め
、
市
民
の
声

を
議
員
、
議
会
へ
届
け
て
い
た
だ

き
、
私
た
ち
も
市
民
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
う
る
議
会
と
な
り
ま
す

よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

(

文
責:

宮
﨑　
　

保)

平成23年５月臨時会の議案等の審査結果 
番　　号

議第40号 原案承認

議決結果

次
の
定
例
会
は
九
月
で
す

件　　　　　　　　　　名

平成23年６月定例会の議案等の審査結果 
番　　号

議第46号 原案可決

議決結果件　　　　　　　　　　名

専決処分の承認を求めることについて
(平成22年度人吉市一般会計補正予算(第11号))

平成23年度人吉市一般会計補正予算(第２号)

議第47号 原案可決人吉市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議第48号 原案可決人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

議第49号 修正可決人吉市地域福祉計画推進委員会設置条例の制定について

議第50号 原案可決人吉市予防接種事故災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

議第51号 原案可決委託に関する協定の締結について

議第52号 原案可決市道路線の認定について

議第53号 原案同意教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

議第54号 原案同意監査委員の選任につき同意を求めることについて

議第55号 原案可決人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第56号 原案同意副市長の選任につき同意を求めることについて

議第57号 原案同意固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて

議第41号 原案承認
専決処分の承認を求めることについて
(平成22年度人吉市介護保険特別会計補正予算(第５号))

議第42号 原案承認
専決処分の承認を求めることについて
(人吉市国民健康保険条例の一部を改正する条例)

議第43号 原案承認
専決処分の承認を求めることについて
(人吉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)

議第44号 原案承認
専決処分の承認を求めることについて
(平成23年度人吉市一般会計補正予算(第１号)) 

議第45号 原案可決
人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて


